
第２章 複素数平面 １・複素数平面

１５ ３ ド・モアブルの定理（その１）

（１／５）■ ド・モアブルの定理 ■

ｎ乗の計算

★知識の整理★

【１】ド・モアブルの定理

★

Ï【注】を参照

Ô ド・モアブルの定理 Ô

ｎが整数のとき，(cosθ＋i sinθ)ｎ＝cosｎθ＋i sinｎθ

【注】 ， であるから，複素数の商から，

＝
１
α

＝
１
１
｛cos（０－θ）＋isin（０－θ）｝

α＝cosθ＋isinθ １＝１＋０i＝cos０＋isin０

cos（－θ）＋isin（－θ）

Ï要するに

複素数αをかけることは

複素数ｚの表す点を

回転させることである。

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第２章 複素数平面 １・複素数平面

１５ ３ ド・モアブルの定理（その１）

（２／５）■ ド・モアブルの定理 ■

◇《複素数のｎ乗》 学力化 · ／ ，

★解法の技術★

(１＋ i )１２を計算せよ。

【考え方】複素数を累乗するときは， 次の手順で計算する。

１ 複素数をを極形式で表し，

２ 両辺を累乗し，

２ ド・モアブルの定理を用いて，右辺を計算する。

［答 案］

１ 複素数を極形式で表すと，

１＋ i ＝２(cos ＋i sin )

２ 両辺を１２乗すると，

(１＋ i )１２＝２１２(cos ＋i sin )１２ Ï(aｂ)
２
＝a

２
ｂ

２

３ ド・モアブルの定理を用いて，右辺を計算すると，

与式＝２１２(cos１２・ ＋i sin１２・ )

＝２１２(cos４π＋i sin４π)

＝４０９６・(１＋０) Ïcosθ，sinθの値を求める

＝４０９６
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■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




